
 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  令和５年度吉城高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和５年５月３０日（火）１３：３０～１４：２５ 

        ＊１４：３５～学校設定科目「地域プロジェクト学習」授業参観 

 

３ 開催場所  吉城高等学校 会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  川上 佳洋       宇宙まるごと創生塾飛騨アカデミー理事長   

（敬称略）    副 会 長  沖畑 康子       飛騨市教育長 

委  員  渡邉 正憲        ㈱飛騨ダイカスト代表取締役 

                            舩坂 志乃       元 吉城高等学校育友会女性部長 

                            田中 昌之      飛騨古川青年会議所理事長 

              柴田 駿一    吉城高等学校同窓会会長 

                            牧田 美奈      吉城高等学校育友会女性部長 

       オブザーバー 布俣 正也    岐阜県議会議員 

                                       

              学 校 側    野々山 伸一     校長 

                         渡辺 圭子      教頭 

                            田本 里美       事務長 

                            小澤 耕      教務主任 

              河野 和代     生徒指導主事 

              井田 和実      進路指導主事 

              桐谷 直嗣       特別活動部長 

              谷口 智康     キャリア推進副部長 

              野村 剛志       理数科主任 

                       

                                                                         

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）会長、副会長の選出について 

全委員より承認が得られた。 

    

（２）「教育課程の編成」「学校経営計画」「組織編成」について 

     学校長より「教育課程の編成」「学校経営計画」「組織編成」を踏まえた令和５年度の

学校経営全般について説明。 

 



意 見１：以前は資料を全て理解するのが大変だったが、分かりやすくなった。地域の方と学校 

経営について共有する際に、理解しやすいことは必要である。さらに磨いてほしい。 

また、保護者にも示し「吉城高校はこういうことをやっている」と、しっかり理解し 

ていただくことも大切である。 

 

意 見２：事前に書類を送ってもらえたのでゆっくり見ることができた。４月、入学式に初め 

て参加した。学校長式辞にはキング牧師の「I have a dream」が引用されており、本

校のアドミッションポリシーと一致していて非常によかった。入学式だから保護者も

聞くことができた。あのように具体的に言っていただいた方が、文書よりも良い。 

また、昨年度２月の YCK発表会の柚原さんの発表は感動した。あれがまさに本校のグ

ラデュエ―ションポリシーであり、それを自分の言葉で身をもって見せてくれていた。

いまだに忘れられない。 

カリキュラムポリシーについては、生徒一人一人が自分でルーブリックを使って評価

しているようだが、これを教科や科目にも適用し、指導要録に入れるかどうか知りた

い。このようなルーブリックは他の高校にはあまりないと思われる。 

 

    回  答：現在、ルーブリックは１・２年生の「総合的な探究の時間」で、年度初めのオリエン

テーションと、年度の最後の授業で使用し、１年間の学習によって自分がどう変わっ

たかを認識する指標としている。備わった力が各科目、各教科と連動しているという

ことも学校として意識していきたい。 

  

    意 見 ３：このルーブリックは９項目、５段階となっているが、教科によっては項目数を柔軟に

作ることも考えられる。作成し子どもたちに下ろしてみてはどうか。それが吉城高校

の売りになると思う。是非検討してほしい。 

 

意 見 ４：ルーブリックの項目は吉城高校が育てたい力。全ての教科に当てはまるため、教科 

においてもそれらの力がついているかどうか確認していくことは大切である。自分で

自分の学びを作りメタ認知を高めていくことは、自立に向かうための大きな力になる。 

 

意 見 ５：前回の会議で出た意見を取り上げ、見やすい資料を作成いただき有難い。しかし、（6 

ページからの資料と別紙資料について）３つの四角を矢印２つで繋いであるが、この 

関係が方途なのか、言い換えなのか等、検討いただきたい。これをきちんと作れば全 

職員がどこを目指して何をしたらよいかが明確になる。だからこそ細部にこだわって、 

きちんとしたものを作ってほしい。 

 

（３）学校設定科目「地域プロジェクト学習」について 

     担当より、令和５年度から２年生普通科全員履修でスタートした「地域プロジェクト学

習」について指導計画等を説明。（会議後、授業見学しアンケートを回収。） 

 

６ 会議のまとめ          

      第１回学校運営協議会において、会長、副会長が選出され、「教育課程の編成に関する事項」 

「学校経営計画に関する事項」「学校の組織編成に関する事項」の３点について全委員より 

承認が得られた。また、協議会後には、学校設定科目である「地域プロジェクト学習」の授 

業を参観した。概ね好評であったが指摘のあった点についてはより良いものになるよう工夫 

を重ねる。第２回の協議会では「理数探究」の授業を参観する予定である。 

                                                    


